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店
田
廣
文

﹃
日
本
の
モ
ス
ク
︱
︱
滞
日
ム
ス
リ
ム
の

社
会
活
動
﹄

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

小
野

亮
介

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程

本
書
は
著
者
ら
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た

調
査
や
早
稲
田
大
学
で
例
年
開
催
さ
れ
る
﹁
全
国

マ
ス
ジ
ド
（
モ
ス
ク
）
会
議
﹂
な
ど
の
成
果
を
基

に
、
日
本
各
地
に
広
ま
る
モ
ス
ク
と
滞
日
ム
ス
リ

ム
の
現
状
と
そ
の
課
題
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
各
章
ご
と
に
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

第
一
章
で
は
各
種
統
計
に
依
拠
し
、
滞
日
ム
ス

リ
ム
人
口
と
外
国
人
ム
ス
リ
ム
の
構
成
を
分
析
し

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
現
在
の
滞
日
ム
ス
リ
ム

人
口
は
約
一
一
万
人
と
推
計
さ
れ
、
外
国
人
ム
ス

リ
ム
の
滞
在
資
格
を
国
別
に
検
討
す
る
と
、
永
住

者
や
日
本
人
の
配
偶
者
が
中
核
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
多
い
。

第
二
章
で
は
モ
ス
ク
建
設
の
類
型
化
が
試
み
ら

れ
る
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
よ
り
活
発
に
な
っ
た

モ
ス
ク
建
設
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
ラ
ッ

シ
ュ
を
迎
え
た
。
著
者
は
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
、

そ
れ
ら
を
四
類
型
に
分
け
て
い
る
。
な
か
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
留
学
生
の
主
導
と
の
併
用
で
あ
る

新
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外
部
資
金
活
用
型
は
、
今
後
の
モ
ス
ク
建
設
に

と
っ
て
も
有
効
で
あ
ろ
う
と
著
者
は
推
測
す
る
。

第
三
章
で
は
社
会
的
活
動
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
、
教
育
、
相
互
扶
助
、
婚
姻
・
葬
儀
や
ハ
ラ
ー

ル
認
証
な
ど
、
礼
拝
の
場
に
加
え
て
モ
ス
ク
の
果

た
す
役
割
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
永
住
ム
ス
リ
ム

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
を
な
し
、
日
本
人
ム
ス

リ
ム
も
着
実
に
増
加
し
て
い
る
現
在
に
あ
っ
て
、

イ
ス
ラ
ー
ム
学
校
の
建
設
は
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
果
た
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
う
筆
者

の
指
摘
は
見
逃
せ
な
い
。

第
四
章
で
の
主
な
検
討
課
題
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
継
承
と
次
世
代
ム
ス
リ
ム
の
育
成
で
あ

る
。
特
に
本
章
で
は
、
税
制
上
で
有
利
な
宗
教
法

人
格
や
一
般
社
団
法
人
格
の
取
得
過
程
や
そ
の
組

織
運
営
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
モ

ス
ク
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て
も
紙
幅

が
割
か
れ
て
い
る
。

最
後
の
第
五
章
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
と
し

て
日
本
社
会
と
の
関
わ
り
に
着
目
す
る
。
モ
ス
ク

建
設
反
対
運
動
の
よ
う
に
時
と
し
て
拒
否
反
応
を

示
す
こ
と
も
あ
る
地
域
社
会
に
対
し
、
本
章
で
は

滞
日
ム
ス
リ
ム
が
説
明
会
や
様
々
な
行
事
、
東
日

本
大
震
災
時
の
救
援
活
動
な
ど
を
通
じ
て
歩
み
よ

ろ
う
と
す
る
試
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

滞
日
ム
ス
リ
ム
お
よ
び
モ
ス
ク
に
関
す
る
充
実

し
た
統
計
デ
ー
タ
の
活
用
も
本
書
の
特
徴
の
一
つ

だ
が
、
最
も
評
価
さ
れ
る
べ
き
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
や
マ
ス
ジ
ド
会
議
な
ど
を
通
じ
滞
日
ム
ス
リ

ム
に
よ
る
生
の
声
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
態
の

数
々
を
、
都
心
の
み
な
ら
ず
地
方
各
地
の
モ
ス
ク

に
つ
い
て
も
拾
い
上
げ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
特
に

一
九
九
〇
年
代
以
降
二
〇
年
近
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
﹁
プ
レ
ー
ヤ
ー
﹂（
指
導
層
）
が
替
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
重
い
現
実
（
四
章
）
に
、
滞
日
ム
ス

リ
ム
は
真
摯
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

著
者
が
度
々
指
摘
す
る
よ
う
に
、
滞
日
ム
ス
リ
ム

に
は
今
後
も
地
道
な
努
力
が
求
め
ら
れ
る
が
、
非

ム
ス
リ
ム
日
本
人
社
会
が
彼
ら
に
対
し
て
理
解
を

深
め
、
働
き
か
け
る
こ
と
は
表
裏
一
体
の
課
題
で

あ
る
。
そ
れ
は
近
年
賑
わ
い
を
見
せ
る
ハ
ラ
ー
ル

認
証
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
本

書
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
係
す
る
研
究
者
や
学
生
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
滞
日
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
向
き
合
う
べ
き
ご
く
普
通
の
市
民
に
こ
そ

読
ん
で
ほ
し
い
一
冊
で
あ
る
。




